



An Evaluation of American Accounting Practices 








































































































なくとも 2つはある。 即ち， (1)運転資本への投資変動
からの正味キャッシュ。フローと， (2)株主や債権者に
よる投資水準の変化からの正味キャッシュ・フロ がp








それはとくに 9 乙の予測にとって有効である。 けれど



























































































































































の問題は 9 相圧補定的lこ考える方がいいというのが， A
AA外部報告委員会の結論である。 さらに，予想未来
原価というものは，究極的には，隆史的原価を補足する
























































































大部分の流動負債は 9 特定期日 l乙債権者l乙特定の金額
を支払い，又は，特定の用役を提供する契約との義務で

































































































































































































































































































































































































































































































































































現行の実務は 3 ごく少数の場合にだけ， ASOBATの諸
基準のすべてに適合することがわかった。 多くの場合

























れる。 従がって 3 伝統的会計の牙城は，除々にゆるが
されつつあるのである。
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